Bernoulli Utility Indicator by 鎌倉, 昇
Titleベルヌーイの効用指標 - 選択理論の最近における発展(1)-
Author(s)鎌倉, 昇










ラノ品ーカーズの衰亡・ ・・・・ 穂積文雄 1 
ベノレヌーイの効用指標-……......……・・鎌倉 昇 20 
「資金配分問題」と数理計画法・・・…u ・・浅沼高旦 白
書評























あらわされるとする。記号的には，この効用指数函数は"u=u(xt， .xs，・， %n) 
と書かれる。そこで問題は，己のような状況のもとで，どのような選択の仕方
がこの消費者に最大の満足を与えるか，としづ形で提起される。周知のごとし









ベルヌーイの効用指標 (397) 21 





















としよう。 E，の起己確率は 1-pである。つぎl土保険に加入せぬ場合. 10年以






















































としよう。 呂町起る確率は 1-1りである。つぎに保険1=加入せぬ場合. 10年以
内に死由よ号事態骨 F，で示し， 10年以内に死なぬ事態を凡で示そう。いうま
22 (398) 第96巻第6号


















A の狙いはドーヴァー経由で，ロ yドyからョ -P.yバ大陸への脱出を意図し

















































































































1) F. P. Ramsey， trutk ana Probability， The Foundati岬 o[Matkemat~cs 醐 aOther 
Log~cal Essays， London， 1931; J. Marshack， "Rational Behavior， .Uncertain Prospects 
and Measurable Utility". E，印刷mir:a，April 1950 




































無矛盾の仮定 (assumptionof consistency)と呼んでおこう。も GP>qでか
つq>rであれば，p>'である。同様に，も GP>qでかつq-グならP>佼
である。要するに













へルヌーイの効用指標 (~05) 29 
ヴァダ州だけが公然と賭博の許された州であり，ラスヴヱガスやリノの町には
軒を並べて賭博場がある。スロット......-;，'-:/はそれら賭博場の種々な賭博の








れて機械を動かす。 15分の 1の確率で当りがあり 100円出て来志。当りでない
ときには何も出て来ないから10円の損になる。 この機械をかりに G と呼ぼう。
1の確率で 100円当る









14 ~ 2 100円x一一10円x一一=-2 円15 .v，，" 15 " 3 
であれらの方は

























あるがAグループは1.000本に 1本の割合で5万円あたり .Bグノレー ずは 2，500































2) ~_ 1-~_avage. The FoundatioηS 01 Statistics. 1954. p. 71. 
32 (408) 第96巻第6号
裏が出れば q，を選ぶような性質の組合せがあり， 同時に， もし銅貨の表が出
ればP，.裏が出れば引を選ぶような組合せがあるとする。 P，はわに勝るとも










































































lity indicator) とここで呼ぶのは，そのような選好の指数に外ならなし、。 ま
ず定義をあたえておこう。
〔定義〕 もし p>qのときに，u(P)>u(ヨ)となり ，p>qでないときには，




レオ Y・ワノレラλ(LeonWalras)， イギリスのウィりアム・スタ yレー・ジ
ェヴォ Yλ(Wil1iamS tauley J evυ回)の3人によって， それぞれ独立に発

















3) 冊えば. D. H. Robertson， UtiZi抑制:iAll That， London， 1952. p. 13 fE.，あるいは，
P. A. Samuelson， Fo悩飽d叫ionsof Economic A館四lysis，Cambridge，班目，S.，1948， p.90査
を毘ょ。
4) その代表的なものとして.J. R. Hicks， Va印 eand Catital， Oxford， 1939だけを挙げて
お(， 
:5) J. von N euma.nn and O. Morgenstern， Theory 01 Game.s aηd Economic Behavior， 2 nd 





E.[u(x)J =αE，[u(x)J + (l-a)E，[u(x) J 
の関係が成立する。 E，[u(%)Jおよび E.(u(x)Jは上記のあ[u(x)Jに準じて考
えればよい。ベノレヌーイ効用指標の理論においては














































=αV[ap+ (l-a)qJ +b 
=α[aV(p)ー (l-a)V(q) 1 +αb+ (1ー α)b
=α〔αV(p)+hl+(l-a)[aV(q)+h 
=αu(p)+ (l-a)u(q) 
u(p) >u(q) 
と関係が成立つとき，またそのときにのみ
V(p)> V(q) 
の関係、が成立つ。
